
（１）事業の概要等

令和 6 年度

（２）事業費

（３）業績

単位

（４）事業の評価

千円

No

R（入替・代替）手順や担当を変えられるか No

S（単純化）もっと簡単にできるか Yes

事
業
の
実
施
状
況

事業の目的の
達成状況

及び
指標の

達成状況

市民まつりなどにおける花苗・球根配布では、毎回列ができるなど市民の緑化意識高揚は進められ
ている。法人会員においても、造園業者等以外に自衛隊小牧基地も新たに加入されるなど、すそ野が
広がっている。成果指標及び活動指標においては、一定の水準を保っているものの、成果指標は年
度により上下があり、活動指標は低い水準に留まっていることから、引き続き事業を実施していく必
要がある。なお、参考情報として、緑化推進協議会の個人会員数も一定の水準を保っているものの年
度により上下がある状況となっている。

今後の
実施内容

令和７年度の予算要望の際に事業全体で約400万円の予算削減を行っているため、予算規模は現
状と同様とし、引き続き、緑化推進協議会における花いっぱい運動や花苗配布など、市民生活に密着
する形での事業を行う。都市緑化推進事業補助金交付においても市HPや商工振興課作成のパンフ
レットを通じて周知を図る。なお、参考情報として、令和７年度の約４００万円の削減額の内訳は、都
市緑化推進事業補助金が３００万円の減、緑化推進協議会への緑化推進事業委託料が約１００万円の
減である。

E（廃止）業務自体を無くせるか No

改善
取組内容

緑化推進協議会において緑化知識向上のために発行している会員向け情報誌は、現在、紙媒体で発行しているが、頒布
の簡便化やペーパーレス、郵送料の削減等の観点から、デジタル媒体として発行するものに変更する。

C（結合）作業をまとめられるか

事業の方向性 維　持（改　善） 事務事業評価による額 0

4 4 4 4 4

実績 4 1 1 0

40

実績 0 41 42 39

Ｒ6 Ｒ7

成果指標 緑化推進協議会　企業会員数 件
目標 40 40 40 40

指
標

指標ほか Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5

活動指標 都市緑化推進事業補助金交付件数 件
目標

3,030

事業費合計（Ｃ＝Ａ+Ｂ） 千円 15,349 12,661 11,778 10,565

人件費
人件費（Ｂ） 千円 3,030 3,030

0.35

会計年度任用職員 人 0.15 0.15 0.15 0.15

正規職員

0

予算額 千円 20,110 20,110 18,745 18,745 14,845

対前年比 ％ ― 78.18% 90.83% 86.13%

Ｒ6 Ｒ7

直接経費
決算額

財源
一般財源

千円

5,635 6,610 8,040

0

計（Ａ） 12,319 9,631 8,748 7,535

7,535

国・県支出金 6,684 3,021 708

事
業
費

項目 単位等 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5

その他 0 0 0

3,030

人 0.35 0.35 0.35

1

事業の目的・効果

小牧市を緑とやすらぎのある美しいまちにすることを目的とし、市民の緑化意識の高揚及
び市民や民間企業自らによる緑化が推進されることを効果とする。

事業概要

小牧市緑化推進協議会への緑化事業の委託、緑の少年団の育成、市民や事業所の緑化事業
の助成などにより緑化の推進を図る。

事業の経緯
・

年度計画

【経緯】
平成元年に、市の緑化推進を目的として小牧市緑化推進協議会を設立し、みどり公園課（当時、経済環境部農務課）内に事務局をおいた。以降、花苗や球根の配布、植樹、募金活動、みどりの教室、施設見学などを
実施。令和２年のコロナ禍を経て施設見学は廃止し、代わりに緑化意識の啓発として令和５年度より会報誌の発行を開始し現在に至る。また、愛知県の「あいち森と緑づくり都市緑化推進事業交付金」を活用した、
小牧市都市緑化推進事業補助金交付事業を開始し、各年度において県の補助及び予算の範囲内において、申請者に対して植栽工事等の補助金交付を実施している。
【年度計画】
令和７年度　花苗配布等、補助金交付

4 目 4 大 4 中1 事業区分 その他（評価対象） 款 8 項

～ 令和９年度以降
実施計画事業 　

評価対象年度 担当部 都市政策部 担当課・担当係 みどり公園課　花と緑推進係

令和７年度 詳細評価シート
事業番号 B2801

事務事業名 緑化推進事業 事業期間 平成元年度

事
業
の
概
要
・
展
開

小牧市まちづくり推進計画
（R5年～R8年） 分野別計画編

基本
施策

28
展開
方向


